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研究成果の概要（和文）： 国際人口移動を単なる労働移民の問題にとどまらない複合現象とし

て理解する視点にたち、日本とアジア、南アフリカと南部アフリカという二地域における国際

人口移動の実態把握と比較分析を通じて、流出地域と流入地域において人間の安全が保障され

るための課題は何であるのかを、人間安全保障の批判的摂取をふまえつつ解明した。具体的に

は、社会セクターにおける人口移動に焦点をあて、国際人口移動研究への理論的貢献を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： This project explored how to protect human security both in sending 
and receiving countries by critically applying human security perspectives to current 
international migration. In this project, migration was comprehended not as a simple 
labour migration but as a total trans-border phenomenon, and migration in Japan-Asia and 
in South Africa-Southern Africa was analysed comparatively. The specific focus was set 
on social sector migration and the theories of international migration were re-examined. 
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総 計 9,500,000 円 2,850,000 円 12,350,000 円 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：国際人口移動、人間安全保障、地域間比較研究、南アフリカ、フィリピン、看護・

医療労働、国際労働移動、介護・ケア労働 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究は、グローバリゼーションのもと
で 進 む 国 際 人 口 移 動 （ international 
migration）が地域協力・統合の重要な構成
要因であり、国際人口移動に対する政策的対
応が地域レベルでの人間安全保障の強化に

有効であるという仮説にたって、日本とアジ
ア周辺国間、南アフリカ（南ア）と南部アフ
リカ周辺国間それぞれにおける国際人口移
動の比較分析を行い、実態把握と理論構築を
目指した。 
それにより両地域およびグローバルな国



際人口移動の特質を明らかにして、流出地域
と流入地域が共生し、ともに人間安全保障論
のいう「欠乏からの自由」と「恐怖からの自
由」が保障されるための課題を追求した。 
 
(2) 日本と南アはいずれもリージョナルな
経済的中心に位置し、周辺諸国との負の歴史
的関係を乗り越えながら地域協力を進める
課題に直面しているという共通性をもつ。ま
た、越境的な人の移動に関しても周辺諸国と
の協力が要請されている点でも共通してい
る。 
 
(3) 日本の国際人口移動研究は、流入する外
国人を｢外国人労働者｣として扱い、外国人の
定住化の問題や市民権の問題として再考す
る必要性が高まっている。 
 
(4) 他方、南アの国際人口移動研究も、鉱山
などの部門における出稼ぎ労働を中心とし
た労働力移動に主眼がおかれているが、南ア
をめぐる国際人口移動は多様化しており、そ
れに関する相対的な把握を試みた研究は存
在しない。 
 
(5)  本研究は、人間安全保障論からみた国
際人口移動の実態把握と理論構築を目指し
た。国際人口移動において、移民は送り出し
国からも受け入れ国からも十分な庇護を受
けず、人権と安全を脅かされやすい。他方、
人の移動に伴う感染症や武器、麻薬、貧困の
拡散は定住者の安全を脅かす。それゆえ移民
と国際人口移動にともなう安全への政策的
対応は、「欠乏からの自由」「恐怖からの自由」
「尊厳をもち生きる自由」を説く人間安全保
障にとって象徴的な意味を持つ。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、国際人口移動を単なる労
働移動の問題にとどまらない複合現象とし
て理解する視点にたち、日本とアジア、南ア
フリカと南部アフリカという二地域におけ
る国際人口移動の実態把握と比較分析を通
じて、移民と定住民共生のための課題は何で
あるのかを、人間安全保障の批判的摂取をふ
まえつつ解明することである。とくに非自発
的移住、労働移動、国際結婚と市民権、所得
と技術の移転―などに注目して、現地調査に
よる実態把握と比較分析を行い、国際人口移
動研究への新たな視角からの理論的貢献を
目指した。 
 
(1) 非自発的移住に関しては、人身売買など
国際的な犯罪組織がかかわる事例だけでな
く、移住そのものは自発的・合法的であって
も、家事・ケア労働者が晒される暴力やハラ

スメントにも視点を広げて、市民社会組織が
果たす役割、被害者のケア、送り出し国・受
け入れ国の対応などについて、実態解明を目
指した。 
 
(2) 労働移動については、比較的新しい現象
である介護・看護労働者に着目し、受け入れ
国の保健医療面での人間安全保障が向上す
る一方で、送り出し国の医療水準が劣化し、
そこに住む人々の人間安全保障が脅かされ
ることになるという、人間安全保障のジレン
マが起こりうることをどう把握するかとい
う課題を検討した。 
 
(3) 国際結婚と市民権に関しては、国際結
婚・家族結合が長期滞在さらには定住の問題
と深く結びついているため、とくに子どもの
（学校）教育やアイデンティティ形成など次
世代につながる問題に焦点をあて、実態把握
を目指した。 
 
(4) 所得・技術移転と開発に関しては、ディ
アスポラによる技術移転や所得移転が送り
出し国と受け入れ国の開発といかに結びつ
き、｢欠乏からの自由｣を実現できるかという
問いについて、主に医療・介護・教育などの
社会セクター労働者を対象に、南ア、フィリ
ピン、スリランカ人労働者などの事例を調べ
た。 
 
３．研究の方法 
(1) 年に 4回ほどの定例研究会を実施し、
各研究分担者・協力者の担当分野で研究成果
を報告し、議論を深めた。 
 
(2) 日本国内において、中央政府関連省庁、
関係自治体、経済・労働団体、在日外国人関
連団体、教育機関、NGO などを対象に、日本
―フィリピン経済連携協定に基づくフィリ
ピン人看護・介護労働者受け入れの現状を中
心に、資料収集、聞き取り調査を実施した。 
 
(3) フィリピンにおいては、マリア・バレ
スカス教授（フィリピン大学）などと意見交
換を行いつつ、看護・介護労働者移出の現状
について、フィリピン保健省、海外雇用庁、
看護協会、看護学校講師などを対象に現地調
査を実施した。 
 
(4) フセイン・ソロモン教授（プレトリア
大学政治学部）、スカーレット・コーネリッ
セン教授（ステレンボッシュ大学政治学部）
を南ア側の研究協力者とし、意見交換ならび
に研究成果の共同発表を行った。また、両者
の協力を得て、南アの中央政府、地方（州）
政府、経済・労働団体、NGO などにたいする
現地調査を実施した。 



 
(5) 若手研究者養成の観点から大学院生 2
名を研究協力者として加え、各人は日本およ
び南アでの現地調査や定例研究会への参加
を通じてそれぞれの研究課題に取り組んだ。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果 
 本研究では、最終的に、医療・福祉・教育
などの社会セクターにおける国際人口移動
を中心的な課題とし、日本―アジア諸国、南
アフリカ―南部アフリカという二地域の比
較分析を行うことで、移民労働を通じた社会
的再生産の確保と人間安全保障が特定地域
に限らないグローバルかつリージョナル(東
アジアおよび南部アフリカ)な課題になって
いることを明らかにした。 
人間の生命的・社会的な再生産は人間安全

保障の土台をなす。ところが、社会的再生産
の中核をなす社会的セクターの担い手は、現
在のグローバリゼーションのなかで急速に
越境化しつつある。この現実に着目して越境
化する社会セクター労働者の実態と課題を
明らかにしたことは、これら移民労働者の人
間安全保障だけではなく、彼（女）らを送り
出す社会および受け入れる社会それぞれの
人間安全保障にとって重要な意義をもつ。 
 
(2) 本研究成果の日本国内における位置づ
けとインパクト 
 日本の場合、少子高齢化を背景とした介護
と医療の需要拡大と現場を担う看護・介護労
働者の不足は、介護・看護を必要とする住民
とそれを担う労働者双方にとって解決を求
められる切実な課題となっている。こうした
なかで日本は経済協力協定(EPA)に基づく外
国人介護士・看護師の導入に踏み切り、2008
年、その第一号としてインドネシアから実習
生が来日した。その後、フィリピンからの実
習生が続き、タイからの研修生の来日も予定
されている。 
 本研究では、日本の現場ではどのように外
国人労働者が受け入れられているのかを考
察し、それにどう対応するべきかの方策につ
いても検討した。さらに、日本へ労働者を送
り出している国（フィリピン）においてはど
のような問題が生じているのかについて、移
動の結果と原因の双方を安全保障論の観点
から分析した。 
 
(3) 本研究成果の海外における位置づけと
インパクト 
 社会セクターの人口移動に関しては、アジ
ア、南部アフリカと比べて受け入れの規模・
歴史ともに経験が豊富な欧米諸国から学ぶ
ことも多い。本研究では、最終的な研究成果

の発表を目的とした国際カンファレンスを
2009 年 10 月に開催し、イギリス・リーズ大
学地理学部のエイドリアン・ベイリー教授を
招聘して、イギリスの社会セクターにおける
ジンバブエ人移民労働者に関する研究成果
を共有した。また、同カンファレンスでは、
イギリスと日本からの研究者に加えて、南ア
フリカおよびフィリピンから招聘した研究
者も研究報告を行い、地域間比較とグローバ
ルな位置づけを検討した。 
   
(4) 理論的深化への貢献 
 社会セクターに焦点をあてることで、人間
安全保障と社会的再生産の関係への理論的
な解明を試みた。そこでは、外国人介護士・
看護師に対してどのように対処するかとい
った既存の研究に多くみられる現場の実態
分析と実践的処方策に学びつつ、また、グロ
ーバル・ケア・チェーンなどの理論提起を受
けつつ、社会セクター労働の越境化について
国際比較を行うことで、ナショナル・リージ
ョナル・グローバルなレベルで、国家・地域・
国際機関、市民社会がどのように関与するの
かについての考察を試みた。 
 本研究ではとくに、社会セクターの労働移
動をグローバリゼーションの展開とともに
進む再生産部門労働の越境的拡大の一環と
捉え、再生産、国際労働移民、人間安全保障
の関連について理論的考察を行った。その結
果、安定的な再生産こそ人間の安全保障にと
っての必要条件であり、移民労働者およびそ
の家族だけでなく、送り出し社会、受け入れ
社会という三つの場において安定的な再生
産が保障されることが、恐怖からの自由・欠
乏からの自由・尊厳をもち生きる自由として
人間安全保障が実現されるということにな
るという結論を提出した。 
 
(5) 今後の展望 
①書籍刊行 
 本研究の成果を社会的に還元するため、社
会セクターにおける移民労働者に関して、イ
ギリス、南部アフリカ、フィリピン、日本が
それぞれ抱える現状と課題をまとめ、2010 年
度中に単行本として刊行するべく、準備を進
めている。 
 人間安全保障の観点から、社会的再生産の
越境化が提起している問題を批判的に再検
討し、さらに国際人口移動理論の変容を迫っ
ている点を指摘し、理論的深化の貢献を目指
す。 
 
②パートナーシップの継続 
 本研究で実施した現地調査や国際セミナ
ーでの研究報告に協力してくれた海外共同
研究者とは今後もパートナーシップを継続
し、社会的再生産、人間安全保障、国際人口



移動といった研究課題について、国際的・比
較的な視点から更に探究を重ねていく予定
である。 
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